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日本の様式美から生まれたネックレス

DESIGNED BY TASAKI

BAK日F日栄布

日本が誇るアコヤ真珠をふんだんに用い、カットを施した

ダ)スタルと組み合わせた、ラリエットタイプのネックレス

「港布(BAKUFU)」 。

巻く、結ぶといったつけ方で、装いに合わせて自分好み

の多彩なスタイルを楽しめます。

日本の様式美をコンセプトにして作られた「湊布」は

日本が誇るブランドを世界にアピールするために設け

られた「新日本様式」100選に、ジュエリ-で唯一

選出された新感覚のネックレスです。

四百圃」
Tokyo Kobe NewYork Antwerp HongKong Beijing Shanghai Taipei

お問い合わせ/お客様サービス窓口 函012○○111-446 (受付時間平日9:○○へ1了:00) www.tasak主c○.jD
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凹
ARABIA

FINしAND

葺

棚00朋音N

現在、私たちが知っているムーミンは194与年のフィ

ンランドのトーべ・ヤンソンによって描かれました。

作者白く「電話帳くらいの大きさ」だそうで、妖精の

ような想像上のものではなくどこかに実際に「存在す
●“○○〇億農‾-’

るもの」として位置づけられています。決してカバで

はありません。

フレンステッドモビール

聞

一間

モビールとは、いくつかの紙や金属板などを糸、

針金で吊るし、それぞれバランスを保ちながら

微妙に動くよう構成した芸術作品であり、デン

マークに古くから伝わる伝統工芸です。お部屋

の空いている空間を美しく彩ってくれます。

バルーン3 輩2,677

デンマークショップ
Ap「iInews!!

- 一 一一一一 書---… -一一 ---〇・一一- i-一 書 一‾葛、一一一、一・-- - ‾ ‾- 一書-一 -臆-〇一〇・〇〇〇〇〇〇〇一 ‾‾ ‾ - .一

デンマークショップでは、食器やバッグ、ムーミングッズや木製玩具など北欧のグッ

ドデザインを中元封こ様々な雑貨を取り揃えております。

また、今春はフィンランドのテキスタイルブラ

ンド・マリメッコの新作を続々と入荷中です!

数量限定のものもございますのでお早めに=

⊂uShion ⊂oVer :半5,250 tray :半3,990

towei : *3,990 magnet:華1,050

DENMARK

臆臆臆
音喜臆

し

DたNMARK

\h。g。n
コベン八〇ケン

デンマークってどんな国了了 デンマークは、中

央ヨーロッパから北に突き出した半島と多くの島々で構成

されており、とても小さな国です。しかし、さまざまな文

化を吸収し、独自に構築されたデザインやプロダクトは

19与0年代以降世界中に多大な影響を及ぼし、長い時を経

た今もなお愛され続け、新たなフアンを増やしています。

デンマークの子供たちの好きな食べ物は?

にんじんとレバーパテ!日本のにんじ

んと違って甘い味のにんじんを子供た

ちはまるまる〇本普通に握って、生の

ままカリコi)と食べているそうです。

レバーパテは、マーガリンのようにパ

ンに塗って食べるそうですが、葛応レ

バーなので味にクセがあります。それ

を好んで食べている子供たちはそのお

ヽげでみんなあんなに大きな体に成長

るのでしょうか…了了

書
き
-
隅
田
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北欧ライフスタイル

D E NMARK

北欧の家具・雑貨売り場の他にキッズ
ルームやカフェスペースも。

神戸大丸の北斜前、三宮神社東隣。赤と白

のデンマーク国旗の屋根が目印!

PいCE :神戸市中央区三宮町2-4-1

忙し: 078-327-264与

0PEN : 11時へ′19時(水曜不定休)

囲国書
_〇〇〇e○○の_

臨 書国電国産

Gift胎㊥X付

ムーミンマグシリーズ

フィンランドを代表するテーブルウェアブラン

ドとして機能性とデザイン性、そして品質の高

さで知られるアラビア社が同じくフィンラン

ド生まれのムーミンとコラボレーションして

生まれたムーミンマグシリーズ。原作者

トーべ・ヤンソンの原画の雰囲気がその

まま再現されています。

1個ずつムーミンのイラスト入り

の箱がつくのでプレゼントに

おすずめです。 〆

る○○もら。霊。詳

ムレスナティーご予算に合わせて。

スリランカのムレスナ社で製造されるムレス

ナティーは、日本人の味覚に合うようにブレ

ンドざれており口当たりがよく、天然香料を

使用しているので体に優しく香りも味も大変

豊かな紅茶です。お土産やプレゼントにも最

適です。キューブボックス:讐6封・リーフ缶こ粕,260

キャラメル
クリームティー

キャラメルの香りがか

もし出すほのかな甘み

と香ばしを。ストレー

トでもおいしく頂けま

すが、ミルクとの相性

が抜詳!筆筒1
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「 939年、西宮市生まれ。 1 962年、フi」-カメラマンとなる。2〇年間、主に建築・美術など造

形的な写真を縄り続け、多くの雑誌にとりあげられた。 1 982年職業写真家に「終止符を宣

言」して淡路島の瓦生産地集落i津井で粘土瓦の製造に従事する。 「 984年フリーカワラマ

ンとなり、瓦のデザイン・企画・製造・販売のために、株式会社「山田侶ニi淡路かわら房」を設

立・主宰。自作の敷瓦で景観への問題を提起し続けている。と0〇〇年「山田傭二のかわらの使

い方」により「グッドデザイン中小企業庁長官特別賞」受賞。 「現代日本「 5人の写真家展」

( 「 974年、国立近代美術館)、 「山田情二の軌跡一写真、瓦、炭‥.展」 (2○○6年、兵庫県立美

術館)など、国内外において多数の展覧会を開催。 2○○7年「織部賞」受賞。

1 963年撮影。ひと夏の旅(愛媛県・佐田岬半島)

A案「七ア十レジェンド▼b調

音ege霊喜田

山田侶二(カメラマン・淡路競旨)

私が、日々、明け暮れしているこの国には、仕

事、物事を地道に精進を重ねる異型な、この道、

鵜筋の生き様、姿、技能などが高い評価を受け、

尊敬・表彰される風潮があります。が、この道は、

寄り道、回り道しながら、三筋、四筋・・・と渡り歩く

のも結構…と、私は思い続けています。

22才頃から20年間、カメラマンを、 42才から日

本有数の瓦製造地集落の淡路島・澤井に転地・転

職して淡路瓦師(カフラマン)に自らなりました。

若い頃から全国津々浦々を粋狂で酔狂な旅を

繰り返し、銘走‥酷酉丁の終わりない道草だらけの

旅が続く今日この頃です。

1 961年撮影。東京・渋谷
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写真上、 1 995年作。淡路島i澤井(瓦コパ立ての中庭とススキ)写真下、 1 999年作。南あわじ市「瓦の青海波ピラミッドモニュメント」

5

研写
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石板書生「古いカバンと洋梨」 1 99了年50S
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8 回

淡路の旅
高田屋嘉兵衛を思う 新井満

豊かな風土資産に恵まれ、

日本人のルーツが息づく島・淡路を語る

座談会

琴井谷恵民(高田屋嘉兵衛翁顕彰会会長)

i武田信-(淡路文化協会会長)

本名孝至(伊弊諸相官宮司)

山田伸二(淡路瓦師)

榎本満子(匠家おかげ庵)

高田屋嘉兵衛の故郷を訪ねる 高田耕作

チューリップアイランドパーティ2008

ようこそ花と緑の楽園へ

24 ∴淡路に泊まるおすすめの宿

姫路菓子博2008

イベントスケジュール

KOBECCO 2008 福原悟史 中山三奈

62音 美しい街で美しい仕事を② 高橋泉 株式会社レックC.E.0.

・ウェステインホテル淡路・ホテルニューアワジ・夢泉景・プラザ淡路島・淡海荘 1 02

明石海峡大橋開通10周年 1 1 1

淡路おでかけスポット・北淡震災諦念公園・パルシェ香りの館 1 08

豊かな「宝の島」だからできること 岩坪眞弘 大僧正

高野山真言宗 蓮台山 八津寺

関西総合リハビノデーション専門学校

匠家∴おかげ尾

花パス連行

淡路おでかけMAP

4

6

48

50

ART LEGEND 山田伸二

FRONT ART/石阪春生

2008ファッションフェアースパイラルー神戸ファッション専門学校

世界を目指した神戸商人たちの足音が聞こえる インタビュー/玉岡かおる

130

132

138

140

142

143

144

145

ハシカノーに魅せられて

アニー・キャロルの部屋へようこそ⑥

くらしと健康 神戸市医師会公開講座⑮こう変わる高齢者医療一後期高齢者医療制度

でん太の教えてドクター⑫

風さやかノ/歌謡フェスティバル血名古屋

<連載>おもしろ浮世絵講座・江戸人の遊び心⑯ パロディ寄せ絵・慾という獄 中右瑛

<連載>海船港「瀬戸内海クルーズの魅力」を語る上川庄二郎

<連載> 漫画 情熱の洋菓子職人 比尾張毅物語④ 佐藤晴美

<達識>コーヒーカップの耳⑳ 文・出石アカル絵・菅原沸人題字・六事明峰

<連載>神戸異人館物語夜明けのハンター⑭ 文・三条杜夫 絵"谷口和布

耳よりKOBE カミネ・旧居留地店オープン/宮澤賢治の童話で春を味わう/

KOBE WINE EXTRA誕生!/KOBEARグッズ誕生!

KOBECCOグルメ

法人会員ニュース

百店会だより/北野クラブソラ

Kitano Hot News

有馬歳時話/第五回山有馬ならでば創作料理・土産コンテスト/

有馬山叢 御所別聾が誕生!

コウベスナップ

KOBECCO47周年記念パーティ

定期購読のご案内・編集後記

Present

2○○8年4月の貴方のby天城風月

涛Iii神社 宝物殿を訪ねて④ 平櫛田中「大輔公傷」

今月の表紙 南あわじ市:瓦の青海波ピラミッド(山田傭ニ)

撮影/スタジオブロックス
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CONTFNTS

「O-11高田屋嘉兵衛を思う 新井満

1 2-16 豊かな風土資産に恵まれ、

日本人のルーツが息づく島・淡路を語る

琴井谷恵民さん 高田屋嘉兵衛翁顕彰会会長

武田信-さん 淡路文化協会会長

本名孝至さん 伊弊諸相官宮司

山田伯こさん 淡路瓦師

榎本靖子さん 匠家 おかげ庵

17へ19 高田屋嘉兵衛の故郷を訪ねる 高田耕作

20-21チューリップアイランドパーティ2008

22へ23 ようこそ花と緑の楽園へ

24へ31淡路に泊まるおすすめの宿
高田屋嘉兵衛公園

・ウェステインホテル淡路・ホテルニューアワジ・夢泉景・プラザ淡路島

・淡海湛

32-33 明石海峡大橋開通1 0周年

34-35 淡路おでかけスポット・北淡震災記念公園・パルシ工香りの館

36-37豊かな「宝の島」だからできること 岩坪眞弘 大僧正

38へ39 高野山真言宗 蓮台山 八浄寺

40-41関西総合リハピ」テーション専門学校

42へ43 匠家 おかげ庵

44-45 花パス運行

46-47 淡路おでかけMAP

伊井諸神宮

明石海峡大橋
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高
田
屋

兵
衛
を
想
う

ギ
リ
シ
ャ
の
あ
る
哲
学
者
の
こ
と
ば
に
、
『
人
間
に
は
三

種
類
あ
る
。
一
番
目
は
死
ん
で
い
る
も
の
、
二
番
目
は
死
ん

で
は
い
な
い
が
た
だ
生
き
て
い
る
だ
け
の
も
の
、
そ
し
て

三
番
目
が
海
に
向
か
っ
て
旅
立
つ
も
の
』
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。

高
田
屋
薫
兵
衛
は
こ
の
三
番
目
、
海
に
向
か
っ
て
旅
立

っ
た
代
表
的
な
人
物
で
す
。

お
だ
や
か
で
豊
か
な
淡
路
島
。
こ
こ
に
留
ま
れ
ば
、
平
穏

で
平
和
な
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
も
で
き
た
で
し
ょ
う
。
し

か
し
彼
は
、
敢
え
て
自
分
を
縛
り
付
け
る
環
境
か
ら
自
ら

を
解
き
放
ち
、
船
を
操
り
ま
さ
に
大
海
原
へ
と
漕
ぎ
出
し

て
い
っ
た
。
海
と
は
す
な
わ
ち
希
望
で
あ
り
、
野
心
で
あ

り
、
夢
で
あ
り
、
理
想
で
あ
り
、
生
き
る
目
的
な
の
で
す
。
そ

ん
な
彼
の
生
き
様
に
、
私
は
心
か
ら
惹
か
れ
ま
す
。

嘉
兵
衛
は
、
偉
大
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。
商
人
と
し
て

豊
か
な
才
能
を
発
揮
し
、
北
前
船
で
財
を
な
し
た
だ
け
で

10
高田尾索兵衛とロシアのコローニン。日露友好の碑の前で
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高田歴癌兵術のふるさとを訪ねる議院の被

は
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
は
未
開
の
地
で
あ
る
蝦
夷
地
を
開
拓

し
、
択
捉
へ
国
後
へ
と
北
洋
の
航
路
を
切
り
拓
い
た
の
で

す
。
さ
ら
に
北
方
貿
易
を
通
じ
ロ
シ
ア
政
府
に
捕
ら
え
ら

れ
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
憂
き
目
に
遭
い
な
が
ら
、
ロ
シ
ア

の
立
場
に
も
深
く
理
解
を
示
し
、
人
と
し
て
正
し
い
こ
と

は
国
を
超
え
て
伝
わ
る
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
、
日
露
関

係
の
改
善
に
心
を
砕
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
偉
人
の
中

で
も
稀
に
み
る
、
世
界
的
な
ス
ケ
ー
ル
の
視
野
を
持
っ
た

菜の花咲く高田屋轟兵衛公園の坂道で

人
物
た
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
嘉
兵
衛
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
私
財
を
惜

し
ま
ず
社
会
貢
献
に
も
尽
力
し
た
こ
と
で
す
。
函
館
の
街

の
都
市
計
画
の
基
礎
を
つ
く
り
、
函
館
大
火
の
折
も
ず
い

ぶ
ん
と
支
援
を
し
た
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
函
館
で
は
大

恩
人
と
し
て
、
街
の
人
々
に
今
で
も
深
く
敬
愛
さ
れ
て
い

ま
す
。
私
が
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
星
の
街
函
館
」
を
作
曲
し
た

函
館
野
外
劇
は
、
嘉
兵
衛
を
は
じ
め
、
未
開
の
地
・
北
海
道

を
切
り
拓
い
た
人
た
ち
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
す
が
、
こ
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
は
毎
年
5
千
人
も
の
観
衆
を
集
め
る
こ

と
か
ら
も
、
そ
の
人
気
ぶ
り
が
伺
え
ま
す
。

函
館
の
熱
の
入
れ
よ
う
と
比
べ
る
と
、
故
郷
の
淡
路
で

の
嘉
兵
衛
の
扱
い
は
少
し
寂
し
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

淡
路
で
も
昨
今
、
嘉
兵
衛
の
偉
業
を
讃
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
函
館
の
熱
意

の
方
が
勝
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

幕
兵
衛
は
晩
年
、
故
郷
に
戻
り
、
私
財
を
提
供
し
港
の
整

備
に
尽
力
し
ま
し
た
。
財
を
な
し
た
人
は
多
々
い
る
け
れ

ど
、
故
郷
に
恩
返
し
を
し
た
人
は
な
か
な
か
い
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
も
う
一
度
、
彼
の
功
績
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
ひ
と
つ
、
提
案
が
あ
り
ま
す
。
町
お
こ
し
に
高
田

屋
募
兵
衛
文
化
賞
と
い
っ
た
も
の
を
創
設
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。
こ
の
貨
が
海
に
向
か
っ
て
旅
立
つ
人
に
と
っ

て
羅
針
盤
と
な
れ
ば
、
そ
し
て
淡
路
を
盛
り
上
げ
る
帆
風

と
な
れ
ば
、
社
会
に
貢
献
し
故
郷
を
愛
し
た
嘉
兵
衛
も
、
き

っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

菜
の
花
の
季
節
に
ま
た
、
高
田
屋
嘉
兵
衛
の
ふ
る
さ
と

を
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

刑
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淡豊
か
な
風
土
資

日
本
人
の
ル
ー
ツ
が

息
づ
く
島
・
淡
路
を
語
る

神
戸
と
「
明
石
海
峡
大
橋
」
で

結
ば
れ
て
1
〇
年
。

と
て
も
近
く
な
っ
た
淡
路
島
。

で
も
、
意
外
と
知
ら
な
い
淡
路
島
の
こ
と
。

生
ま
れ
育
っ
た
、
移
り
住
ん
だ
、

U
タ
ー
ン
し
た
…
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

5
人
の
皆
さ
ん
に
淡
路
島
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
い
た
。

芸立//一一㌦

琴
井
谷
愚
民
さ
ん

高
田
屋
嘉
兵
衛
翁
顕
彰
会
会

×

武
田

信
一
さ
ん

淡
路
地
方
史
研
究
会
会
長

×

本
名

孝
至
さ
ん

伊
弊
諸
相
宮
宮
司

×

山
田

傭
二
さ
ん

淡
路
瓦
師

榎
本
×
靖
子
さ
ん

匠
家

お
か
げ
庵

《
順
不
同
・
敬
称
略
)

圏一町一一団
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高田屡威兵術のふるさとを訪ねる為政の被

海
に
向
か
っ
て
旅
立
つ

人
を
育
て
る
風
土

-
今
、
皆
さ
ん
が
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
淡
路
の
魅
力
や
課
題
に
つ
い
て
お

話
し
く
だ
さ
い
。

武
田

淡
路
は
自
然
環
境
、
歴
史
、
文

化
、
言
語
な
ど
我
々
の
周
囲
に
あ
る
も

の
、
「
風
土
資
産
」
が
豊
か
な
土
地
で

す
。
お
金
や
物
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら

を
財
産
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
考
え
方
。

そ
れ
を
住
む
人
た
ち
が
理
解
し
、
ど
う

活
用
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
ね
。

本
名

全
国
各
地
に
あ
る
神
話
と
い

わ
れ
る
伝
承
は
、
私
た
ち
の
祖
先
が
残

し
て
く
れ
た
資
産
で
す
。
九
州
高
千

穂
、
出
雲
、
そ
し
て
淡
路
島
が
主
要
3

カ
所
で
す
が
、
そ
の
伝
承
が
形
と
し
て

残
っ
て
い
る
の
が
伊
弊
諾
神
宮
。
遺
跡

で
は
な
く
、
3
千
年
も
昔
か
ら
の
宗
教

施
設
が
同
じ
場
所
で
同
じ
民
族
に
よ
っ

て
、
同
じ
思
い
で
祀
り
続
け
て
い
の
は
、

世
界
の
宗
教
レ
ベ
ル
で
考
え
て
も
例
を

見
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
全
国
約

7
9
.
8
0
0
の
神
社
の
う
ち
、
兵
庫
県

に
は
3
,
8
3
6
社
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

の
約
4
0
0
社
が
淡
路
島
で
す
。
同
じ

数
の
お
寺
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の

信
仰
が
、
今
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で

す
。
ま
さ
に
日
本
人
の
ル
ー
ツ
で
す
。
淡

路
島
が
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
点
だ
と
思

い
ま
す
。

山
田

私
は
建
築
と
風
景
の
写
真
を

主
に
撮
っ
て
い
ま
し
た
が
、
「
日
本

の
景
観
を
守
る
に
は
、
ク
馨
の
汲
々

の
瓦
し
か
な
い
」
と
、
2
 
5
年
前
、
4
2

歳
に
も
な
っ
て
、
瓦
を
作
り
に
淡
路

島
に
来
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ど
う

も
淡
路
の
瓦
屋
さ
ん
た
ち
の
や
っ
て

い
る
こ
と
に
は
納
得
が
い
か
な
い
。

ガ
ス
で
焼
き
、
銀
色
に
テ
カ
テ
カ
光

っ
た
瓦
を
、
地
場
産
業
活
性
化
の
た

め
に
と
安
く
大
量
に
売
り
、
「
淡
路

は
瓦
の
生
産
量
日
本
一
」
と
誇
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
張
本
人
が
、
瓦
が
の

っ
て
い
な
い
、
新
素
材
の
家
に
住
ん

で
い
た
り
す
る
ん
で
す
か
ら
ね

(
笑
)
。
せ
っ
か
く
淡
路
島
の
貰
重

な
土
を
焼
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の

に
、
風
土
の
恩
恵
を
無
駄
に
し
て
い

ま
す
。
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
も
、
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
で
も
な
い
…
。
淡
路
は
海

に
囲
ま
れ
た
島
な
ん
で
す
か
ら
、
独

自
の
も
の
を
作
る
べ
き
で
す
。
誇
り

を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

榎
本

私
と
淡
路
島
と
の
出
会
い
は

昭
和
4
5
年
ご
ろ
。
魚
釣
り
に
来
て
、

美
味
し
い
お
魚
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ

る
風
土
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
震
災
で
西
岡
本
の
家
が
倒
壊

し
、
そ
れ
ま
で
の
経
済
優
先
の
生
活

を
考
え
直
し
始
め
た
こ
ろ
、
平
成
1
 
0

年
、
当
時
は
廃
屋
、
今
の

「
匠
家

お
か
げ
庵
」

に
出
会
い
ま
し
た
。
江

戸
時
代
後
期
に
建
て
ら
れ
た
蕾
の
あ

ま
り
の
美
し
き
に
、
し
ば
し
停
み
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
、
淡
路
は
観
光
地

だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
里
山
の

美
し
き
は
日
本
人
の
心
の
故
郷
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
す
ぼ
ら
し
い
文
化
が

あ
り
ま
す
。
私
が
子
ど
も
の
頃
に
は

大
き
な
存
在
だ
っ
た
神
さ
ま
が
い
ま

す
。
未
来
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

風
土
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
島

民
の
皆
さ
ん
は
素
晴
ら
し
さ
に
気
付

か
ず
、
誇
り
を
持
っ
て
お
ら
れ
な

い
。
そ
こ
で
私
は
、
島
民
あ
げ
て
盛

り
上
げ
て
い
く
た
め
の
提
案
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

-
そ
の
風
土
が
豪
商
÷
回
田
屋
嘉
兵

衛
や
作
詞
家
の
阿
久
悠
さ
ん
を
育
て

た
の
で
す
ね
。

琴
井
谷

阿
久
悠
は
同
級
生
で
し
て

ね
、
彼
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
私
も

13
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「
作
詞
家
・
阿
久
悠
の
原
点
を
探
る
」

と
い
う
取
材
を
受
け
ま
し
た
。
小
学

生
の
頃
、
家
が
向
か
い
同
士
で
、
毎
日

一
緒
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
か
ら
「
原

点
は
こ
こ
で
す
。
何
も
な
い
所
で
す

よ
」
と
案
内
し
ま
し
た
(
笑
)
。
一
つ
覚

え
て
い
る
の
は
、
彼
は
都
会
に
憧
れ
、

「
こ
こ
か
ら
必
ず
出
て
行
く
」
と
常
に

言
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
「
神
戸
っ

子
」

で
五
色
町
を
歩
い
た
新
井
満
さ

ん
が
、
う
ま
い
こ
と
表
現
し
て
い
ら

し
た
。
「
高
田
屋
嘉
兵
衛
は
海
に
向
か

っ
て
旅
立
つ
者
。
海
イ
コ
ー
ル
夢
」
。

阿
久
盤
も
し
か
り
。
高
校
を
卒
業
す

る
の
を
待
ち
か
ね
た
よ
う
に
東
京
へ

旅
立
ち
、
大
成
し
ま
し
た
。
淡
路
に

は
、
高
田
屋
に
な
ら
え
と
、
昭
和
初
期

に
海
運
業
を
始
め
た
人
た
ち
や
、
五

島
列
島
へ
鯛
を
取
り
に
行
っ
た
漁
師

が
い
ま
し
た
。
彼
ら
も
夢
を
持
ち
旅

立
っ
た
人
た
ち
。
歴
史
的
に
そ
う
い

う
風
土
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
残

念
な
が
ら
、
阿
久
悠
が
そ
の
最
後
の

人
で
し
ょ
う
ね
。

本
名

函
館
の
人
は
「
憲
兵
衛
さ
ん
」

と
呼
び
ま
す
が
、
淡
路
で
は
「
高
田
屋

嘉
兵
衛
」
と
呼
び
捨
て
で
す
。
尊
敬
の

念
が
足
り
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が

°

琴
井
谷

そ
の
背
景
に

は
、
生
活
権
で
の
争
い
が

あ
り
ま
す
。
私
も
子
ど
も

の
頃
、
「
嘉
兵
衛
は
、
お
ふ

さ
を
連
れ
て
新
在
家
か
ら

逃
げ
た
。
け
し
か
ら
ん
ヤ

ツ
や
」
と
爺
さ
ん
か
ら
聞

か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

り
ゃ
あ
、
マ
ド
ン
ナ
を
連

れ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

か
ら
、
穏
や
か
じ
ゃ
な
い

(
笑
)
。
新
在
家
、
大
浜
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
漁
師
町
で

す
。
網
元
、
若
衆
宿
が
あ

り
、
浜
と
浜
の
対
立
が
あ

り
ま
し
た
か
ら
、
嘉
兵
衛

さ
ん
自
身
が
「
立
派
な
人
、

14日本最古の神社として知られる伊井諾神官

つ
ま
ら
な
い
人
」

と
い
う
の
と
は
少

し
違
っ
た
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。

本
名

幕
府
も
脅
威
を
抱
い
た
ほ
ど

の
人
物
で
す
か
ら
ね
。

琴
井
谷

そ
れ
を
全
国
の
人
た
ち
に

知
っ
て
も
ら
え
た
の
は
、
司
馬
遼
太

郎
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
地
元
で
も

最
近
は
、
「
高
田
屋
嘉
兵
衛
翁
」
と
呼

ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

歴
史
あ
る
淡
路
の
文

化
、
風
土
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る

-
淡
路
の
活
性
化
に
必
要
な
こ
と
は

何
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

武
田

私
は
高
校
で
日
本
史
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
が
、
淡
路
の
子
ど
も

た
ち
に
歴
史
を
教
え
る
に
は
、
ま
ず

自
分
自
身
が
淡
路
を
学
ぶ
こ
と
が
大
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切
だ
と
考
え
、
淡
路
の
歴
史
を
勉
強

し
て
き
ま
し
た
。
日
本
地
図
を
開
い

て
み
る
と
、
淡
路
島
は
日
本
列
島
の

中
央
部
に
あ
り
、
奈
良
、
京
都
、
大
阪

の
近
く
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
「
隔
離

さ
れ
た
島
国
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す

が
、
そ
れ
は
陸
上
交
通
が
発
達
し
た

明
治
以
降
の
こ
と
。
船
が
最
も
便
利

な
交
通
手
段
だ
っ
た
頃
、
海
に
囲
ま

れ
た
淡
路
島
は
交
通
の
要
所
で
し

た
。
盛
ん
に
出
入
り
す
る
文
化
を
取

捨
選
択
し
な
が
ら
、
先
人
た
ち
は
自

分
た
ち
に
合
っ
た
独
自
の
文
化
を
築

き
ま
し
た
。
こ
の
歴
史
の
素
晴
ら
し

日露の友好に尽力した高田屋嘉兵衛(右)とリコルド

さ
を
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

本
名

神
道
に
は
教
祖
も
教
義
も
経

典
も
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
だ
け
が
優

秀
だ
な
ど
と
は
考
え
ず
、
自
然
界
す

べ
て
の
も
の
と
共
存
し
、
森
羅
万
象

す
べ
て
を
神
様
と
し
て
崇
拝
す
る
。

人
間
同
士
も
お
互
い
に
尊
重
し
合

い
、
争
い
ご
と
を
起
こ
さ
な
い
。
こ
れ

が
日
本
人
の
考
え
方
で
す
。
と
こ
ろ

が
戦
後
、
そ
の
考
え
を
封
じ
込
め
よ

う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
が
マ

ナ
ー
を
知
ら
な
い
若
者
、
夢
を
持
て

な
い
若
者
と
い
う
現
実
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
今
、
国
生
み
伝
承
の

地
、
淡
路
を
ベ
ー
ス
に
考
え
直
し

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

榎
本

淡
路
は
人
間
を
取
り
戻

せ
る
土
地
で
す
。
こ
れ
を
、
親
子

で
味
わ
う
こ
と
で
す
ね
。
親
が
な

か
な
か
変
わ
れ
な
い
の
な
ら
、
子

ど
も
か
ら
変
わ
っ
て
逆
輸
入
す

る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。
マ
ン
シ

ョ
ン
と
い
う
建
物
の
中
で
暮
ら

す
核
家
族
で
は
、
き
ち
ん
と
子
ど

も
が
育
ま
れ
ま
せ
ん
。
私
は
し
っ

か
り
し
た
家
長
制
度
が
あ
る
時

代
の
家
庭
で
育
ち
ま
し
た
。
一
つ

の
文
化
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
を
再
発
見
で
き
る
風
土
が
淡
路
に

は
あ
り
ま
す
。
今
の
親
世
代
に
上
手

に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

山
田

私
は
今
、
薪
を
燃
や
し
、
煙
を

上
げ
て
瓦
を
焼
く
伝
統
的
な
土
の
達

磨
窯

(
だ
る
ま
が
ま
)

を
自
宅
の
横

に
、
土
地
の
瓦
屋
さ
ん
た
ち
と
造
っ

て
い
ま
す
。
約
4
0
年
振
り
の
復
活
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
「
ま
た
、
お
か
し

な
こ
と
始
め
と
る
わ
」

と
見
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
う
ち
、
「
こ
れ
、
何
-
」

「
ダ
ル
マ
ガ
マ
や
。
う
ち
の
爺
ち
ゃ
ん

が
ゆ
っ
て
た
わ
」
な
ど
と
言
い
な
が

ら
寄
っ
て
き
ま
し
た
。
興
味
が
あ
っ

た
ら
、
小
学
生
で
も
瓦
を
焼
き
に
来

た
ら
い
い
し
、
中
学
生
に
な
っ
た
ら

ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
で
来
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
皆
、
同

じ
こ
と
や
ら
ん
で
も
い
い
。
勉
強
す

る
子
、
サ
ッ
カ
ー
す
る
子
、
野
球
す
る

子
、
瓦
焼
く
子
も
い
る
。
そ
れ
で
い
い

ん
と
ち
が
い
ま
す
か
。
そ
の
う
ち
一

人
で
も
、
「
や
っ
ぱ
り
、
瓦
は
ダ
ル
マ

で
燐
か
な
ぁ
ー
」
な
ん
て
言
っ
て
く

れ
れ
ば
最
高
で
す

(
笑
)
。
組
織
や
行

政
も
大
切
で
す
が
、
「
個
」
の
力
も
大

切
。
独
自
の
価
値
観
は
子
ど
も
の
頃

か
ら
培
わ
な
い
と
育
ち
ま
せ
ん
。
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安
全
・
安
心
、
美
味
し

い
淡
路
の
「
食
」
を
広

め
よ
う

-
今
後
の
淡
路
に
望
む
こ
と
は
?

武
田

淡
路
の
人
に
は
、
地
元
に
関

心
を
持
ち
、
良
さ
を
見
つ
め
直
す
努

力
が
必
要
で
し
ょ
う
ね
。
新
し
い
も

の
を
吸
収
す
る
気
持
ち
が
先
走
っ
て

る
よ
う
で
す
。
瓦
の
お
話
し
で
も
あ

り
ま
し
た
が
、
淡
路
の
伝
統
的
な
家

屋
の
良
さ
を
忘
れ
て
い
ま
す
。
洲
本

は
城
下
町
ら
し
さ
を
す
っ
か
り
な
く

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
橋
の
開
通
で
、

更
に
気
持
ち
が
新
し
い
も
の
へ
と
向

か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

海
を
隔
て
、
少
し
距
離
を
置
い
て
状

匠家おかげ庵を訪れた新井満と夫妻

泥
を
見
る
と
い
う
感
覚
を
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
改
め
て
育
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

本
名

明
石
海
峡
大
橋
の
開
通
は
島

民
が
長
年
、
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。

バ
ス
で
橋
を
渡
れ
ば
、
以
前
よ
り
安

く
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
車

で
フ
ェ
リ
ー
に
乗
る
の
を
待
つ
こ
と

も
な
く
な
り
ま
し
た
。
便
利
に
な
っ

た
の
に
、
淡
路
は
単
な
る
通
過
点
に

な
っ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
や
景

観
に
感
謝
し
、
そ
れ
ら
を
壊
す
開
発

を
や
め
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
確
か
に
橋
の
通
行
料
は
、
橋
げ
た

と
同
じ
よ
う
に
高
い

(
笑
)
。
そ
れ
に

見
合
う
淡
路
島
を
作
る
と
い
う
気
迫

を
持
つ
こ
と
で
す
。
こ
の
島
に
は
か

っ
て
鉄
道
も
走
り
、
独
自
の
新
聞
も

発
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
お
殿
様
が
層

な
く
な
っ
て
か
ら
は
、
島
民
の
力
で
盛

り
立
て
て
き
た
島
な
の
で
す
。
も
っ
と

も
っ
と
誇
り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
!

山
田

橋
は
で
き
た
け
れ
ど
、
「
海
を

渡
っ
て
淡
路
に
や
っ
て
来
て
、
海
を
渡

っ
て
旅
立
っ
て
行
く
」
と
い
う
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
こ
と
。
私
は
、
で
き
る
だ

け
海
か
ら
の
風
を
感
じ
、
そ
れ
を
他
人

に
も
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

琴
井
谷

困
っ
た
こ
と
に
、
島
に
は

人
が
減
っ
て
い
る
。
い
い
位
置
に
あ

り
な
が
ら
、
何
故
か
若
い
人
た
ち
は

ど
ん
ど
ん
出
て
行
っ
て
し
ま
う
。

武
田

そ
れ
は
や
は
り
、
子
ど
も
た

ち
が
淡
路
の
良
さ
を
知
ら
な
い
こ
と

が
問
題
で
し
ょ
う
ね
。
淡
路
は
古
代

に
は
天
皇
家
に
食
材
を
提
供
す
る
御

食
国
で
し
た
。
今
、
食
の
安
全
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
淡
路
の
安
心
で
お

い
し
い
食
に
と
っ
て
は
チ
ャ
ン
ス
で

す
よ
。

榎
本

食
は
「
人
」
を
「
良
く
」
す
る
と

書
き
ま
す
。
私
は
お
母
さ
ん
方
に
お

話
し
し
て
い
る
の
で
す
が
、
愛
情
を

込
め
た
良
い
も
の
を
食
べ
さ
せ
れ

ば
、
必
ず
い
い
子
が
育
ち
ま
す
。
淡
路

は
食
の
宝
庫
で
す
。
魚
も
肉
も
お
い

し
い
。
野
菜
や
花
を
買
っ
て
帰
る
と

都
会
の
人
に
と
て
も
喜
ん
で
も
ら
え

ま
す
。
新
鮮
で
安
く
て
、
美
味
し
く

て
、
長
持
ち
す
る
の
で
、
「
私
も
買
い

に
行
き
た
い
」
言
わ
れ
ま
す
。
都
会
で

は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
地
産
地

消
の
淡
路
島
の
魅
力
を
発
信
し
な
く

て
は
!

本
名

海
あ
り
、
山
あ
り
、
畑
あ
り
、
淡

路
な
ら
何
で
も
で
き
ま
す
。
安
全
・
安

心
、
2
1
世
紀
の
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
ピ
ッ
ダ
リ
の
風
土
で
す
ね
。
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